
団体紹介 

赤ちゃんも高齢の方も、支援が必要な方も必要が無い方も、年齢を

問わずだれもが参加できる『絵の本ひろば』。「ひろば読み」の楽し

さを知ってもらいながら、読み聞かせとは違うスタイルでの本の楽し

み方や、本と人との関わりを伝えていくことを目的としています。参加

していただく方も、運営する側の人も、主体的に関わることができる

『絵の本ひろば』を創っています。 

 

採択事業紹介 

『絵の本ひろば』とはどういうものかを知ってもらう為に、「つくって

みよう！＆楽しもう！体験してもらうイベント」を開催しました。関西を中

心に保育園・幼稚園・小学校から大学などの教育機関や図書館・障

害者施設などで絵の本ひろばを提唱・実践されている「絵の本あれ

これ研究家の加藤啓子さん」に来ていただきました。 

 

開催した結果や今後の予定など 

講師の加藤啓子さんから絵の本ひろばの会場の設定や本の並べ

方のコツを教えてもらい、実際にひろばに置いている本を紹介しても

らいながら、《ひろば読み》について伝えてもらいました。 

『絵の本』とは「絵本」だけではありません。「写真本」や「料理本」、

「パラパラ本」など…。ただ面白いだけでは無い選書にこだわってい

ます。面展台を使って本の表紙が見えるように並べることで本を選び

やすくなり、表紙から絵を読むことが始まります。《読み聞かせ》とは

違うスタイルの《ひろば読み》には、「じらし読み」「まきこみ読み」「い

ったりきたり読み」「こだま読み」などがあります。文字を読むだけで

はなく絵を読み、本を介して人と関わる楽しさを多様な年齢層の参

加者に伝えました。ソーシャルディスタンスを意識しながら、心は密な

『絵の本ひろば』ができたように思います。 

参加者からも「表紙が見えるように並べられているので本を選びや

すい。知らない本をたくさん楽しめた」「これまでと違った本との関わ

り方、子どもとの楽しみ方ができそう。気づきが多く、楽しかった」「ま

たやって欲しい」という感想をいただきました。今後も絵の本ひろば

を開催していきたいです。 

緊急非常事態宣言が出ている中で開催することを躊躇しましたが、

参加者にも開催前から感染予防への協力を要請し、考えられる感染

予防対策をしました。また、市民サポートセンターや会場施設担当者

の方々にも相談し、前日まで開催中止もありうると考えていました。

感染予防対策の物品を購入した為、予算よりも費用が増えましたが、

無事に終えることができました。参加者名簿（別紙資料）や会場内

での感染予防の協力をしらせるチラシなどを考えて作成しましたが、

基本になるひな形があるとありがたいです。 
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A4に印刷して、会場内に掲示 

手指消毒を適宜してもらった。 

また、本の消毒用アルコールを

用意した。 



イベント当日の様子 
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